
　

　

・特殊寝台付属品・車椅子付属品などで、個々の単位数を一括でまとめることが困難になる。

（行数が増し、第6表や第7表の枚数増加）

・ケアプランに記載する各福祉用具のTAISコードを調べたり、福祉用具貸与事業者に確認する必要がある。

TAISコード

テクノエイド協会が運営する、福祉用具情報システム(TAIS)において使用されるコードで、国内の福祉用具メーカー又は輸入事業者から

申請を受けて登録。コードは「5桁-6桁」で表記され、前の5桁は企業コード、後ろの6桁は福祉用具個別のコードとなり、登録された商品

はテクノエイド協会の福祉用具情報システムに、TAISコードとともに登録され、WEBで確認することが可能。

福祉用具届出コード

福祉用具届出コードは法改正を受けて厚生労働省が、主に過去に販売された商品でTAISコードを取得していない商品に対して、介

護給付申請が行えるよう新設。コードは「5桁-6桁」で表記され、前の5桁は企業コード、後ろの6桁は福祉用具個別のコード。申請対象

となる商品は、既に貸与実績がある商品。

厚生労働省は、令和7年度よりケアマネジャーが作成するケアプランについて、その様式と記載要領などの一部改正を伝える通知を発出しました。

2023年10月の、ケアプランデータ連携システム標準仕様公表時に寄せられた「福祉用具貸与について、居宅サービス計画書と福祉用具貸与実績報告書

の記載内容が統一されておらず非効率ではないか？」との問いについて、様式の一部を改定して、令和7年4月から施行することとしたものです。この改定によ

り、ケアマネジャーはケアプランにTAISコードや届出コードの記載が求められることとなり、記載による負担が増加する可能性があることから、適切な準備を進め

ることが重要です。

なお、国が推進するケアプランデータ連携システムでは4月にアップデート予定のVer4.1より、福祉用具貸与事業者が提出するデータにTAISコードが追加さ

れ、TAISコードデータをケアマネジャーが受け取ることができるようになります。

VOL.321
2023年4月28日

令和7年度からサービス利用票改正

ケアプランにTAISコードの記載必須に

介護保険最新情報Vol.1286

https://www.mhlw.go.jp/content/001271371.pdf

VOL.369
2025年3月10日

ケアプラン様式改定の経緯

居宅サービス計画書と福祉用具貸与実績報告書の記載内容を統一するために改定。

だが全国医療情報プラットフォームにて介護情報と他の必要な情報を共有・交換する際にも有用であり、福祉用具情報において

利用者が使用している福祉用具の情報を共通のコード（TAISコード）で表すこととなった。

テクノエイド協会TAISコード確認ページ
https://www.techno-aids.or.jp/ServiceWelfareGoodsList.php

2023年10月、ケアプランデータ連携システムに関する厚

生労働省宛ての問い合わせにて、「福祉用具貸与事業所に

おいて、居宅介護支援事業所から送付されるサービス利用

票（提供票）には、福祉用具貸与事業所が報酬請求するのに

必要な、 TAIS コード又は福祉用具届出コード（以下、商品

コードという）の情報が含まれないため、再度商品コードを

入力しなければな らず、非効率ではないか。 」との問いが

寄せられ、厚生労働省でも課題があると認識。2024年に

予定の標準仕様改定で一定の改善を図る予定とした。

2018年10月 福祉用具の全国平均貸与価格・貸与価格の上限制度

給付の届出時にTAISコードもしくは届出コードの記載が必須に

2023年10月 ケアプランデータ連携システムのベンダー向け標準仕様公表

併せてQ&Aが公表される。

2024年07月 介護保険最新情報Vol.1286にて、ケアプラン6表、7表におい

て福祉用具貸与サービス利用の場合、TAISコードを記載する

こととされた。（2025年4月施行）

2024年10月 ケアプランデータ連携システムの標準仕様改定。ケアプラン6表

7表において福祉用具貸与サービス利用の場合、TAISコード

がデータとして連携。

どこが変わる？

ケアプラン6表、7表に

・「福祉用具名称」

・「TAISコード」

の記載が必須に！

（2025年4月～）

https://www.mhlw.go.jp/content/001271371.pdf
https://www.techno-aids.or.jp/ServiceWelfareGoodsList.php


　

　　

■ 長寿科学振興財団 健康長寿ネット「認知症予防のための食事とは」

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/eiyou-shippei/yobou-nichi-shokuji.html

認知症の予防として脳の健康を維持する生活習慣病と食事の改善が大切です。脳に必要な栄養素であるEPA、DHAなどオメガ脂肪酸、

葉酸、ファイトケミカル（健康に良い影響を与える植物化学物質）、ミネラルが必要です。

自分で調理することは認知症予防に効果があると期待されています。何を作るか、材料をどうやって切るか、複数の作業を同時に行う、

立って作業を行うなど頭と身体を同時に使うことによるものです。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。

ケア・ライフ・デザイン

き ら みさお

代表 吉 良 操

健 康 長 寿

認知症予防になる食品

●（緑黄色野菜）ほうれん草、小松菜、菜の花

（豆類）納豆、枝豆、空豆

（果実）いちご、キウイ、オレンジ 等

●新茶に多く含まれるアミノ酸は血圧上昇を抑制し、脳の神経細胞を保護する
働きもあり、認知機能の低下を抑える作用がある。

きぬせん福祉用具研究会
千葉県船橋市海神四丁目９－１８
連絡先 ： ０４７－４３３－１０１２ FAX ： ０４７－４３３－１０３４

mail ： info@kinusen.net    URL ： https://kinusen.net

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/eiyou-shippei/yobou-nichi-shokuji.html

